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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.９ 
平
成
の
年
代
と
共
に
歩
ん
で
き
た
浜
風
会
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
る
。
こ
の
会
報
も
今
年
度
で
十
号
を

数
え
る
の
を
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
の
浜
風
会
の
あ
り
方

を
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
 

 

山
下
孝
先
生
と
の
出
会
い
が
始
ま
り 

昭
和
六
十
ニ
年
山
下
孝
先
生
が
篠
原
小

学
校
教
頭
に
着
任
さ
れ
て
い
た
折
、「
篠
育

会
」
と
し
て
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
先
生

は
お
会
い
す
る
度
に
、
地
域
の
文
化
史
蹟

を
後
世
に
残
す
こ
と
の
重
要
性
や
、
本
物

の
意
味
を
正
し
く
知
る
こ
と
の
意
義
を
熱

っ
ぽ
く
語
ら
れ
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
、

「
篠
育
会
」
は
「
家
庭
教
育
を
考
え
る
会
」

で
「
ふ
る
さ
と
掘
り
起
こ
し
運
動
」
の
大

集
会
（
百
九
十
名
出
席
）
を
開
催
し
た
。 

山
下
孝
先
生
の
基
調
講
演
の
後
、
分
散

会
で
は
「
子
孫
に
伝
え
る
項
目
」
を
自
治

会
毎
に
話
合
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

わ
が
ま
ち
文
化
誌
『
浜
風
と
街
道
』 

そ
し
て
昭
和
六
十
三
年
、
篠
原
公
民
館

は
、
わ
が
ま
ち
文
化
誌
の
発
行
に
立
候
補
し
採
択
さ
れ
、

編
集
委
員
を
募
集
し
て
文
化
誌
作
り
が
始
ま
っ
た
。
素

人
集
団
の
編
集
は
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
で
も
山
下
孝
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
平
成
元

年
、
題
名
を
『
浜
風
と
街
道
』
と
し
て
発
刊
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
篠
原
地
区
の
こ
と
が
概
ね
わ
か
る
。 

「
浜
風
会
」
の
発
足 

平
成
元
年
八
月 

編
集
に
携
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
一
か
ら
民
俗

歴
史
を
勉
強
し
て
み
よ
う
と
、
山
下
孝
先
生
に
講
師
を

お
願
い
し
、
「
街
道
と
民
家
」
の
講
座
を
八
ヶ
月
に
亘

っ
て
開
催
し
た
。
こ
れ
が
「
浜
風
会
」
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
。
半
分
は
メ
ン
バ
ー
が
当
番
で
勉
強
会
を
し
た
。 

以
来
十
八
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
間
、
会
報
の

第
１
号
に
も
書
い
た
と
お
り
、
ふ
る
さ
と
掘
り
起
し
を

中
心
に
以
下
の
よ
う
な
主
な
活
動
を
し
て
き
た
。 

・
『
篠
原
村
誌
』
復
刻 

平
成
二
年 

・
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
の
設
置 

同
三
年 

・
『
私
の
戦
争
体
験
』
発
行 

同
七
年 

・
『
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
』
同
八
年 

・
『
篠
原
村
誌
続
編
』
発
行 

同
十
三
年 

・
『
し
の
は
ら
歴
史
便
り
』
浜
風
会
会
報
発
行 

同
十
四
年
よ
り
毎
年
２
回
発
行 

毎
年
の
バ
ス
旅
行
で
史
蹟
を
訪
ね
た
り
、
最
近
で
は

小
学
校
、
中
学
校
か
ら
の
要
請
で
地
区
の
史
蹟
に
つ
い

て
有
志
が
講
師
を
し
た
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か

り
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
掘
り
起
こ
し
運
動
の
目
標
を
達

成
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。 

「
浜
風
会
」
の
新
し
い
方
向
性 

 

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
『
功
名
が
辻
』
が
面
白
い
。
そ
こ
に
出

る
シ
ー
ン
の
意
味
と
か
、
私
達
へ
の
繋
が
り
等
い
ろ
い

ろ
関
連
付
け
て
観
る
と
、
い
っ
そ
う
興
味
は
尽
き
な
い
。

「
ふ
る
さ
と
掘
り
起
こ
し
」
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
は
な

い
が
、
更
に
「
生
涯
学
習
」
と
し
て
の
位
置
付
け
で
、

広
く
歴
史
に
つ
い
て
み
ん
な
で
勉
強
し
て
い
き
た
い
。 

浜風会（郷土の歴史を学ぶ会）の平成１８年度活動計画 

１．本年度のテーマ 

１）身近な歴史を学び、生涯学習の一助とする。 

   ・地域の歴史について、自主研究した成果を発表し合い、それについてみんなで話し合う。 

   ・その他、興味の湧くテーマを自主的に選び、みんなで調べ話し合う。 

２）浜風会会報の継続発行：年２回（７月、１月）・・・本９号はその内の 7 月 1 日発行のもの。 

３）山下孝先生の特別講座「残したい原風景」   

・６月３日（土）１９時、実施済み：伊根の舟屋、天の橋立 

   ・９月１６日（土）１９時：東ヨーロッパからウイーン、プラハ 

４）バス旅行 

   ・山下孝先生案内バンビツアー：未定 

・近郷の文化財巡り：１１月１２日（日）掛川城 掛川市外（候補） 

２．会場／時間：篠原公民館／１９時３０分～２１時３０分 

３．年会費：２,０００円 

会員募集中 
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明
治
初
期
の
地
方
行
政
を
担
当
し
た
町
村
に
お
け

る
戸
長
、
戸
長
役
場
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。 

 

大
正
二
年
発
行
の
篠
原
村
誌
（
浜
名
郡
誌
編
纂
の
資

料
と
し
て
郡
下
四
十
一
町
村
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
町
村
誌

を
作
成
し
て
郡
長
に
提
出
し
た
）
な
ど
に
よ
れ
ば 

一
、
藩
政
時
代
に
於
い
て
は
、
篠
原
村
、
坪
井
村
、 

馬
郡
村
の
三
ヶ
村
に
分
ち
、
幕
府
直
轄
地
と
し
て
中

泉
代
官
所
の
支
配
を
受
け
、
各
村
の
名
主
に
よ
り
て

行
政
事
務
を
行
う
。 

ニ
、
明
治
初
期
は
、
静
岡
藩
の
管
轄
と
な
る
。
明
治
四

年
の
廃
藩
置
県
以
後
は
浜
松
県
の
管
轄
と
な
り
、
大

区
小
区
制
の
も
と
で
第
一
大
区
八
小
区
に
属
す
。
明

治
九
年
浜
松
県
廃
さ
れ
静
岡
県
に
統
合
し
、
第
十
ニ

大
区
八
小
区
（
篠
原
村
・
馬
郡
村
・
長
十
請
新
田
舞

坂
宿
・
坪
井
村
）
に
属
す
。
当
時
の
区
長
は
舞
坂
宿
、

宮
崎
陳
平
、
副
区
長
鈴
木
喜
翁
、
鈴
木
琢
磨
、
鈴
木

喜
平
、
鈴
木
直
三
郎
の
諸
氏
な
り
き
。 

三
、
明
治
十
四
年
以
降
は
篠
原
村
・
坪
井
村
の
二
ヶ
村

静
岡
県
敷
知
郡
に
属
し
、
篠
原
村
外
一
ヶ
村
戸
長
役

場
に
於
て
支
配
す
。
馬
郡
村
は
、
同
県
同
郡
舞
坂
宿

外
二
ヶ
村
戸
長
役
場
に
於
て
支
配
せ
り
。 

四
、
明
治
二
十
ニ
年
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
篠

原
村
・
坪
井
村
・
馬
郡
村
を
合
し
て
敷
知
郡
篠
原
村

の
一
自
治
体
と
し
て
、
篠
原
村
役
場
に
於
て
行
政
事

務
を
行
ふ
。
と
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
前
記
鈴
木
琢
磨
氏
と
戸
長
の
こ
と
を
知
る

た
め
、
同
家
で
あ
る
篠
原
町
鈴
木
武
氏
宅
に
伺
っ
て

「
我
が
家
の
歴
史
」
と
書
い
た
簿
冊
を
見
せ
て
い
た
だ

く
。
そ
れ
に
は
琢
磨
氏
の
静
岡
県
か
ら
の
任
命
辞
令
の

写
し
が
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

・
第
十
二
大
区
八
小
区
五
ヶ
村
副
戸
長
申
付
候
事 

 
 

 

明
治
十
年
十
二
月
廿
ニ
日 

静
岡
県 

・
第
十
ニ
大
区
八
小
区
内
学
校
幹
事
試
補
申
付
候
事 

 

 
 

 

明
治
十
年
十
ニ
月
廿
ニ
日 

静
岡
県 

・
第
十
二
大
区
八
小
区
五
ヶ
村
戸
長
申
付
候
事 

 
 

 

明
治
十
一
年
四
月
ニ
日 

静
岡
県 

・
任
静
岡
県
敷
知
郡
篠
原
村
戸
長 

 
 

 

明
治
二
十
二
年
三
月
一
日 

静
岡
県 

 

こ
の
外
に
篠
原
、
鈴
木
長
太
郎
、
鈴
木
邦
作
、
坪
井
、

江
間
徳
十
郎
、
中
山
清
次
郎
、
高
柳
熊
吉
氏
外
が
文
書

に
見
え
る
。 

戸
長
の
制
度
は
、
明
治
四
年
の
戸
籍
法
（
壬
申
戸
籍
）

に
よ
り
、
便
宜
に
従
っ
て
区
画
地
域
を
定
め
、
そ
の
戸

籍
区
に
戸
長
（
戸
籍
区
の
長
）
副
戸
長
が
お
か
れ
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
当
初
は
戸
籍
事
務
を
扱
う
と
い
う

限
定
が
あ
っ
た
が
、
翌
五
年
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、

旧
来
か
ら
の
庄
屋
、
名
主
、
年
寄
な
ど
の
地
域
の
総
括

責
任
者
を
戸
長
、
副
戸
長
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
、

次
第
に
、
戸
籍
以
外
の
一
般
事
務
を
行
な
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。 

 

浜
松
県
に
お
い
て
は
、
明
治
五
年
一
月
管
内
を
八
十

ニ
区
に
戸
籍
区
が
編
成
さ
れ
た
が
、
同
年
六
月
、
八
十

ニ
区
は
三
大
区
に
大
別
さ
れ
た
。
こ
の
大
区
の
役
場
は

浜
松
・
見
付
・
掛
川
に
設
置
さ
れ
た
。
翌
六
年
二
月
に

区
は
小
区
に
改
め
ら
れ
て
、
大
区
小
区
制
が
成
立
し
た
。

そ
し
て
大
区
小
区
は
戸
籍
事
務
を
扱
う
機
関
か
ら
行

政
機
関
に
変
質
し
て
い
っ
た
。 

 

戸
長
役
場
は
明
治
十
一
年
よ
り
二
十
一
年
ま
で
の

役
場
の
呼
称
。
明
治
十
一
年
に
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ

れ
て
郡
区
町
村
編
成
法
が
施
さ
れ
て
以
後
町
村
は
再

び
行
政
区
画
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
小

さ
な
村
の
総
て
に
一
人
ず
つ
戸
長
が
お
か
れ
た
わ
け

で
な
く
、
人
口
が
少
な
く
資
力
の
少
な
い
村
村
は
、
組

み
合
わ
さ
れ
て
戸
長
役
場
が
お
か
れ
た
。
戸
長
役
場
の

職
員
は
戸
長
・
筆
生
・
小
走
な
ど
で
あ
り
、
村
の
有
力

者
も
学
務
委
員
・
衛
生
委
員
と
し
て
行
政
に
参
加
し
た
。

戸
長
・
筆
生
な
ど
の
給
料
と
職
務
取
扱
費
は
県
税
の
負

担
で
あ
っ
た
。 

 

戸
長
役
場
の
仕
事
は
、
県
庁
、
郡
役
場
か
ら
の
布
告
、

布
達
の
徹
底
、
徴
税
、
徴
兵
、
戸
籍
調
査
、
地
券
台
帳

整
備
、
教
育
、
衛
生
な
ど
膨
大
な
行
政
事
務
の
遂
行
で
、

郡
役
所
の
監
督
下
に
お
か
れ
て
い
た
。 

 

役
場
は
戸
長
役
場
用
に
建
て
ら
れ
た
例
は
少
な
く

戸
長
が
私
宅
に
「
何
町
村
戸
長
役
場
」
の
標
札
を
掲
げ

て
事
務
を
と
る
場
合
が
多
か
っ
た
。 

 

明
治
十
七
年
戸
長
役
場
管
轄
区
域
拡
大
の
法
改
正

が
あ
り
、
数
村
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
戸
長
役
場
を
置

く
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
公
選
だ
っ
た
戸
長
は
知
事
、

県
令
の
官
選
に
改
め
ら
れ
、
国
家
に
忠
実
な
有
能
な
戸

長
を
任
命
し
て
い
っ
た
。 

こ
の
戸
長
制
度
も
、
明
治
二
十
二
年
市
制
・
町
村
制

の
施
行
に
よ
り
、
町
村
役
場
と
な
り
町
村
長
に
引
継
が

れ
て
い
く
。 
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ビ
ル
や
家
の
立
並
ぶ
都
会
の
街
道
は
、
車
が
列
を
な

し
て
走
り
、
歩
道
は
人
の
波
で
埋
ま
り
、
何
と
も
落
ち

着
か
な
い
風
景
で
あ
る
。
こ
ん
な
中
で
も
心
休
ま
る
空

間
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
緑
の
大
木
に 

囲
ま
れ
た
「
社

や
し
ろ

」
に
出
合
う
こ
と
で
あ
る
。
篠
原
地 

区
に
も
こ
の
良
い
例
が
み
ら
れ
る
。
県
道
沿
い
で
東
か

ら
神
明
宮
、
愛
宕
神
社
、
稲
荷
神
社
と
続
き
、
西
端
に

春
日
神
社
が
あ
る
。
途
中
街
道
を
北
へ
入
る
と
、
西
神

明
神
社
、
八
阪
神
社
の
計
六
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
神

社
は
全
国
で
約
十
二
万
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
都
市
、
地

方
を
問
わ
ず
、
こ
ん
な
光
景
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
出

合
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

１
． 

神
社
名
別
の
神
社
数
表 

 

「
八
百
萬

や

お

よ
ろ

ず

の
神
の
国
」
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、 

我
が
国
に
は
様
々
な
神
が
あ
り
、
様
々
な
神
社
が
あ
る

こ
と
が
左
表
か
ら
も
わ
か
る
。 

 

参
考
ま
で
に
浜
松
市
の
場
合
、
浜
松
市
神
社
名
鑑

（
昭
和
五
十
七
年
発
行
）
に
よ
れ
ば
計
ニ
三
一
社
。
上

位
四
社
は
下
表
の
と
お
り
で
全
国
と
浜
松
地
区
の
神

社
名
分
布
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。 

２
．
神
社
の
起
源 

 

古
代
に
は
大

国
主
命
を
祭
神

と
す
る
神
社
が

多
か
っ
た
。
中
世

に
は
八
幡
、
天
神
、
熊
野
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
江

戸
時
代
に
入
る
と
稲
荷
な
ど
の
富
を
も
た
ら
す
神
社

が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
神
信
仰
」
に
も
時
代

ご
と
の
流
行
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
神
社

は
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
次

に
述
べ
て
み
る
。 

（
一
）
稲
荷
信
仰
は
京
都
の
伏
見
稲
荷
大
社
か
ら
広
ま 

っ
た
。
こ
こ
は
京
都
盆
地
に
住
む
豪
族
「
秦
氏
」 

に
よ
っ
て
ひ
ら
か
れ
た
。
稲
荷
社
は
農
耕
神
で
あ
る 

倉
う
か
の

稲み
た

魂ま
の

命
み
こ
と

を
祭
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
流
行
神 

の
一
つ
と
な
り
、
商
売
繁
盛
の
神
と
さ
れ
た
。 

（
ニ
）
八
幡
神
社
は
大
分
県
宇
佐
の
首
長
が
海
の
神
を

ま
つ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
が
宇
佐
の
八
幡
宮

で
あ
る
。
一
世
紀
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
源
義

家
が
石
清
水
八
幡
宮
の
社
前
で
元
服
し
て
八
幡
太
郎

義
家
と
名
乗
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
八
幡
社
は
源
氏
の
守

神
と
さ
れ
、
や
が
て
武
士
全
体
を
助
け
る
武
神
と
な
る
。 

（
三
）
天
神
、
天
満
信
仰 
中
世
の
天
神
社
は
商
工
民

の
神
で
あ
っ
た
。
農
村
か
ら
離
れ
て
都
市
に
集
ま
っ
た

商
工
民
は
自
分
達
の
守
神
と
し
て
天
満
宮
を
お
こ
し

た
。
菅
原
道
真
が
九
州
大
宰
府
で
没
後
、
雷
の
神
と
な

っ
て
、
祟
っ
た
と
の
噂
が
ひ
ろ
ま
り
、
こ
れ
を
鎮
め
よ

う
と
し
て
、
各
地
に
も
天
満
宮
、
天
神
社
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
四
）
熊
野
信
仰 

大
和
朝
廷
の
人
々
は
大
和
の
国
か

ら
南
に
広
が
る
吉
野
か
ら
熊
野
に
か
け
て
の
山
岳
地

帯
を
神
聖
な
他
界
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
熊
野
の
土
地

を
守
る
神
を
祭
る
た
め
に
、
熊
野
三
社
が
つ
く
ら
れ
た
。

本
宮
の
熊
野
神
社
、
新
宮
の
熊
野
速
玉
大
社
、
那
智
の

熊
野
那
智
大
社
で
あ
る
。
中
世
の
熊
野
の
修
験
者
の
布

教
に
よ
っ
て
、
各
地
に
熊
野
神
社
が
つ
く
ら
れ
た
。 

３
．
日
常
生
活
と
神
道
＝
冠
婚
葬
祭
等
の
行
事
に
神
の

存
在
と
、
神
道
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
、
理
解

し
、
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
日
常
生
活
で
も
神
道

と
の
結
び
付
き
が
多
い
の
だ
が
、
余
り
気
付
い
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
。
吾
々
は
願
い
ご
と
が
あ
る
と
大
抵
神

社
へ
参
拝
す
る
。
新
年
に
は
自
分
の
氏
神
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
他
の
有
名
神
社
へ
お
参
り
に
行
く
。
一
人
で

い
く
つ
も
の
神
を
信
仰
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。 

４
．
神
社
の
あ
る
限
り
神
道
は
続
く
（
む
す
び
） 

 

神
道
の
精
神
を
背
景
に
し
た
日
本
固
有
の
振
舞
い

が
我
国
特
有
の
「
義
理
人
情
」
な
ど
で
よ
い
人
間
関
係

を
つ
く
っ
て
き
た
。
神
道
が
排
他
的
で
な
い
の
は
こ
の

た
め
で
あ
ろ
う
か
。
神
道
は
文
明
が
発
達
し
、
科
学
万

能
時
代
に
な
っ
て
も
古
代
か
ら
現
代
ま
で
継
承
さ
れ

て
き
た
。
現
在
多
く
の
人
は
神
を
ま
つ
る
か
、
若
し
く

は
神
に
祈
る
。
神
道
に
は
明
確
な
戒
律
は
な
い
。
し
か

し
柔
軟
性
に
富
み
、
人
間
中
心
の
宗
教
で
あ
る
故
に
此

の
伝
統
は
日
本
の
次
世
代
へ
引
継
が
れ
て
ゆ
く
で
あ

ろ
う
。 

参
考
資
料
＝
日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
神
道 

竹
光 

誠 

著 

全国 神社庁調べ 

(神社名)  (神社数) 

稲荷神社 19,800 

八幡社  14,800 

天神社  10,300 

諏訪神社   5,700 

神明神社   5,400 

熊野神社   3,300 

春日神社   3,100 

八坂神社   2,900 

白山神社   2,700 

住吉神社   2,100 

日吉(山王)神社 

       2,000 

金比羅神社  1,900 

恵比寿神社  1,500 

13社 計75,500 

(神社名)(神社数) 

神明宮   20 

神明神社 

八幡社   19 

六所神社  17 

八柱神社  15 

以下略 

（当地区関係は） 

稲荷神社  ６ 

春日神社  ４ 

八阪神社  ３ 

 

し
ん
と
う 
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会
員 

篠
原
町 

後
藤
守
利 

―
駅
伝
の
語
源
は
、
宿
駅
か
ら
宿
駅
へ 

伝
え
る
連
絡
、
交
通
手
段
の
意
味
― 

毎
年
冬
の
風
物
詩
と
言
え
る
も
の
に
、
駅
伝
競
走
が

あ
り
ま
す
。 

十
二
月
に
は
京
都
大
路
を
舞
台
と
す
る
「
全
国
高
等

学
校
（
男
・
女
）
駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
正
月
に
は
伝

統
の
「
東
京
＝
箱
根
間
往
復
関
東
大
学
駅
伝
」
や
、
国

際
的
な
「
東
京
国
際
女
子
駅
伝
」
が
有
名
で
す
。 

今
や
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
『
駅
伝
』
は
、
日
本
が
本

家
で
あ
る
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。
“
エ
キ
デ

ン
”
の
名
称
は
、
「
柔
道
」
と
並
ん
で
国
際
的
に
も
認

知
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

初
め
て
の
駅
伝
競
走
が
あ
っ
た
の
は
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
四
月
で
し
た
。
京
都
（
三
条
大
橋
）
か

ら
東
京
（
上
野
不
忍
池
）
ま
で
の
五
○
八k

m

二
十
三

区
間
を
三
日
か
け
て
「
東
海
道
」
を
走
っ
た
大
会
が
端

緒
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
行
事
を
主
催
し
た
新
聞
社
の
社
会
部
長
が
、

「
東
海
道
五
十
三
次
」
に
ち
な
ん
で
『
駅
伝
』
と
名
付

け
た
こ
と
が
、
平
成
十
六
年
一
月
十
六
日
付
、
朝
日
新

聞
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
記
事

に
よ
る
と
、
駅
伝
の

名
称
は
古
代
中
国
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
、
昔

の
字
体
で
は
「
驛
傳
」

と
書
き
ま
す
が
、

元
々
「
睪
」
に
は
長

く
続
く
も
の
の
意
味

が
あ
り
、
こ
れ
に
馬

偏
を
つ
け
て
「
馬
を
乗
り
継
ぐ
」
様
子
を
表
し
、
乗
り

継
ぎ
用
の
馬
・
う
ま
や
・
宿
場
な
ど
の
意
味
に
な
り

「
傳
」
も
驛
と
似
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
で
良
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
江
戸
幕
府
の
五

街
道
（
東
海
道
・
中
山
道
等
）
整
備
に
よ
り
、
宿
場
や

問
屋
・
伝
馬
制
度
で
し
ょ
う
。 

篠
原
地
区
に
は
中
心
部
を
東
海
道
が
通
っ
て
お
り

記
念
す
べ
き
大
正
六
年
の
駅
伝
で
は
、
大
正
ニ
年
（
一

九
一
三
）
の
第
五
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
）
の
日
本
代
表
「
金
栗
四
三
」
氏
な
ど
が
参
加
し
、

郷
土
で
は
区
間
は
不
明
で
す
が
、
当
時
の
県
立
浜
松
中

学
校
（
現
在
の
浜
松

北
高
）
の
長
距
離
選

手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
鈴
木
謙
佑
（
篠

原
町
西
本
村
）
さ
ん

は
、
浜
松
か
ら
静
岡

ま
で
金
栗
選
手
と
走

っ
た
こ
と
が
、
平
成

七
年
三
月
発
行
の

「
浜
松
一
中
・
浜
松

北
高
百
周
年
記
念
人

物
誌
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

本陣と立場 

江戸時代、東海道には本陣と立場が設けられていた。近くで

は舞坂宿に本陣が、篠原村には立場があった。これらはどのよ

うな役目であっただろうか。 

 本陣とは、宿場において参勤交代の諸大名をはじめ、宮家・

公家・高僧・幕府役人やそのほかの特権階級が休泊する宿泊施

設であった。舞坂宿には本陣が２軒、脇本陣が１軒あった。ま

た浜松宿には６軒あった。 

 立場とは、宿場と宿場の間にあり、上記の旅人が駕籠をとめ、

荷物をおろし、人馬を休める休憩所であった。 

 篠原村の立場は、浜松宿から１里１４丁（5.5 キロ）の所に

あった。浜松宿から舞坂宿までの距離は２里３０丁（11.1 ｷﾛ）

と長く、立場はこのほぼ中間にあたる。浜松宿から天竜川まで

の間にも２か所あった。一つは浜松宿から１９丁へだてた向宿

村地内天神町、更に浜松宿から１里１５丁ほどはなれた薬師新

田地内安間にあった。 

 旧立場の「鈴木家文書」によれば、天明四年（1784）の小

休回数は１４６回で相当な利用数であった。宿駅制度が廃止に

近い明治元年（1868）、明治天皇が御小休された記録がある。 

 江戸時代の旅行用のガイドブックである道中案内のひとつに

は、篠原の項に浅田屋という茶屋が載っている。この茶屋は立

場の向かいにあった。宿場と宿場の中間で休憩するいろいろな

人々の様子が想像できる。 

 旧立場の名残として小字が立場の名で残されている。 

歴史メモ２ 


